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第 ２ 報 ア ル バ イ ト の 影 響

〔(社) 日本家 政 学会

目 的　 昨 年． 睡眠 時 間 の 多 寡の 生 活 時 間 へ の 影 響 に つ い て 調 査 し、 睡 眠6  時 間以 下 群、 ９

時 間 以 上 群 に 問 題 のあ る こ と を 発 表し た が． 今 回, 増 加 し つ つ あ る ア ル バ イ ト の 影 響 につ

い て 検 討 し た の で 報 告 す る．

方 法　1 、n 査 年 月 日　 平 成 元 年 ６ 月2   3 日 （ 平 日 ）-      2 4 日 （ 土 ）、2    5 日 （ 日 ） の３

日 間　2. 対 象　 本 学 学生4    5   6 名　3, 生 活 時 間 調 査　 ５ 分 刻 み の 調 査 表 を 用 い た．4,

生 活 時 間　1  ) 起 床． 就床 時 刻　2  ) 生 理 的 時 間　3  ） 移 動 時 間　4  ） 家 事 時 間　5  ） ア

ル バ イト 時 間　 ア ル バ イト 有 無 の2  群 に 区 分　6  ） 社 会 的 文 化 的 時間(  含 在 学 時 間 ）　7  ）

在 宅 時 間お よ び 起 床 在 宅 時 間　 ５、 集 計、 分 析　 生 活 時 間 各 項 目 に つ い て　 て　S   D を 算

出、 ア ル バ イト 有 無 別、 曜 日 別 比 較 を 行 っ た（t  検 定． 相 関 関 係）．

結 果　1 ） ア ル バ イ ト 学 生 群 の 仕 事 時 間 は 平 日（n   = 111)    240 土　87 分、 土(  n   = 152

321 士　107 分, 日 （n   = 174 ）426 士　146 分 で あ っ た．2  )   全 学 生 に つ い て 仕 事 時 間 と 生

活 時 間 各項g の 間 にP  ＜0.001 の 有 意 差 を 示 し た項 目 は、 平 日、 土、 日 と も 食 事 時 間, 家・

事 時 間、 勉学 時 間． 社 会 的 文 化 的 時 間. 在 宅． 起 床 在 宅 時 間 で あ っ た．3  ） ア ル バ イト 群

と 他 の 学 生 群 と の 間 にP  ＜0  . 0 01の 有 意` 差 を 示 し た項 目 は 平日、 土、 日 と も 社 会的 文 化 的

時 間、 勉学 時 間,      T V 、VTR 視 聴 時 間、 在 学 時 間、 起床 在 宅 時 間 で あ っ た．4  ) ア ル バ

イト 群 の み に つ い て 仕 事 時 間 と 生 活 時 間 聞 に1  % の 有 意 水 準 で 相 関 が あ っ たの は平 日、 土

の 移 動 時 間. 起 床 在 宅 時 間、 土、 日 の 生 理 的 時 間、 娯 楽． 交 際 時 間、 在 学 時 間 であ っ た．

5 ） 学 業 成 績 と の 関 係 で は． 全 学 生 で 日 曜 の 仕 事 時 間 と の 間 に． ア ル バ イ ト 群 で平 日 の 仕

事 時 間 と の 間 に1  % 有 意 水 準 のlit い 相 関 が 見 出さ れ て い る．

A 15 東 京 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン 在 住 の 勤 労 者 夫 妻 の生 活 時 間

都 立 立 川 短 大　　 大 竹 美 登 利

目 的：　1975 年 よ り ５ 年 毎 に、 東 京 都 に 在 住 す る 動 労 者 夫 妻 を対 象 に 生 活 時 間 調 査 を 行 っ

て き た が、1990 年10, 月 に、 前 回（1985 年 ） 調 査を 行 っ た 多 摩ニ ュ ー タ ウ ン で 再 び 調 査 を 行 っ

た。 そ の 目 的 の１ つ は 生 活 時 間 の変 化 を 見 るこ と で あ る。 今日、 政 府 も 労 働 組 合 も 労 働 時

間 の 短 縮 を 重 点 課 題 に あ げ、 余 暇 の 充 実 を 推 進 し て い る。 こ う し た 情 勢 の 中 で 長 時 間 で あ

っ た 夫 の 労 働 時 間 が 短 縮 し 余 暇 が 増 加 て い る の か 否 か を 探 る。 そ の ２は 高 齢 社 会 へ 向 け て

の 生 活 設計 の 課 題 で あ る。 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン は21 世 紀 の 早 い 時 期 に 超 高 齢 化 社 会 に な る と

推 定 さ れ る が。 そ れ に 対 応 し た生 活 設 計 や 地 域 づ く り が な さ れ う る の か、 そ れ ら を 推 進 す

る 活 動 を 保 障 す る 生 活 時 間 構 造 にな っ て い る の か を 探 る。

方 法:　地 域 ミ ニ コ ミ 誌６誌 に、 ニ ュ ー タ ウ ン 在 住で 夫 が 勤 労者 で あ り、 妻 が 無 職、 パ ート

常 勤 で あ る 夫 妻 を 公 募 し た。 調査 内 容 は 平 日、 休 日、 土 曜 の 生 活 時間 と、 生 活 設 計、 労 働

条 件 な ど に 関 す る ア ン ケ ート から な る。 調 査 は 郵 送 留 置 で、 回 収 は 訪問 し て 行 っ た。

結 果:　応犬募 者は230 組、 回 収 数206 組、 有 効 数197 組 で あ っ た。 夫 の平 均年 齢(i  4 3歳、 妻は

40 歳 で、 前 回 より5 歳 ほ ど 高 い。 夫 の 動 務 時 間 は 妻 が無 職 の 場 合９時間47 分 で、 時 短 を 推 進

さ れ て い る に も 関 わ ら ず 前 回 調 査 よ り20 分 以 上 も 延 長 し た。 そ の 結果、 睡 眠 や 家 事 時 間、

社 会的 文 化 的 生 活 時 間 が 短く な り、 余 暇 時 代 の 到 来 は 見 え てこ な い。 ま た、 老 後 生 活 を 支

え る 地 域 の 人 間 関 係 が 夫 は 希 薄 で、 □ 年 後 に 重 視 し た い 生 活 は 団 ら ん な ど の 家 庭 生 活 をあ

げ る。 老 後 の 生 活 設 計 を も っ て い る も のは 少 な く。 平 日 の 生 活 時 間 は 労 働 中 心 の 構 造 とな

っ て い る。


